
２００カイリ水域内漁業資源総合調査事業－Ⅰ
（資源評価調査委託事業）

冨安正藏，野元 聡，宍道弘敏，調査船くろしお乗組員

【目 的】
この調査は，２００カイリ水域の設定に伴い水域内の漁業資源を評価し，資源の維持培養及び高度

利用の推進に資するための基礎資料を整備するために，全国的な調査の一環として実施した。

【方 法】
１ 生物情報収集調査・生物測定調査

主要港における水揚量・努力量及び漁獲物の体長組成・体重・生殖腺重量を把握する。成長・成

熟に関する詳細な知見を得るため，年齢形質による年齢査定や生殖腺の組織学的検討を行った。

(1) 対象魚種

マアジ・マサバ・ゴマサバ・マイワシ・ウルメイワシ・カタクチイワシ・ムロアジ類・ウマヅ

ラハギ・トラフグ・マダイ・ヒラメ・ブリ

(2) 調査内容

生物調査

魚種 測定方法 時期 頻度 調査地点 漁業種類

マアジ 精密・体長組成 周年 月1回以上 主要港 まき網・定置網等

マサバ 精密・体長組成 周年 月1回以上 主要港 まき網・定置網等

ゴマサバ 精密・体長組成 周年 月1回以上 主要港 まき網・定置網等

マイワシ 精密・体長組成 周年 月1回以上 主要港 まき網・定置網等

ウルメイワシ 精密・体長組成 周年 月1回以上 主要港 まき網・定置網等

カタクチイワシ 精密・体長組成 周年 月1回以上 主要港 まき網・定置網等

ムロアジ類 精密・体長組成 周年 月1回以上 主要港 まき網・定置網等

ブリ 精密・体長組成 周年 月1回以上 主要港 定置網・釣り等

マダイ 体長組成 周年 随時 県内6市場 ごち網，釣り等

ヒラメ 精密・体長組成 周年 随時 県内8市場 刺網，釣り等

水揚量調査

調査項目 調査地点 漁業種類 魚種

， ， ， ，漁業種類別月別銘柄 主要港 まき網・棒受網 マアジ マサバ ゴマサバ マイワシ

別漁獲量 等 ウルメイワシ，カタクチイワシ，ムロ

アジ類

ウマヅラハギ※，トラフグ※，マダイ

※，ヒラメ※（※年間漁獲量のみ）

月別入港隻数 主要港 まき網・棒受網

等

年齢別漁獲尾数 マダイ・ヒラメ
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２ 標本船調査

信頼性の高いCPUE 等の資源量指数を得るため，標本船を設定して漁場別漁獲量・網数等を調査

した。

調査項目 調査地点 漁業種類 魚 種

日別漁獲量・水温 内之浦・笠沙 定置網 マアジ，サバ類，イワシ類，その他

漁場別日別漁獲量・ 主要港 まき網・棒受 マアジ，サバ類，イワシ類，その他

努力量 網・バッチ網

３ 漁場一斉調査

モジャコ（マアジを含む）の来遊量を把握するため，流れ藻と付着魚類の定量的な採集を実施し

た。

４ 沖合海域海洋観測等調査

調査船くろしおにより，図１に示した調査定点において，水温・塩分等の海洋観測を行い，海洋

環境の経年変化から資源への影響を判断する基礎データを収集した。また，併せて，西海ブロック

における重要魚種の卵・稚仔魚の分布および量を求めるため、改良型ノルパックネットを用いて調

査した。

図１ 沖合海域海洋観測等調査定点図

５ 新規加入量調査

東シナ海.日本海西部海域における重要魚種の幼稚魚の分布および量を求めるために，ニュース
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トンネットを用いた幼稚魚分布調査を行った。

【結 果】
１ 生物情報収集調査・生物測定調査

(1) 体長・精密測定

マアジ，サバ類，イワシ類等について表１に示すとおり各魚種合計140回，21,511尾の体長測

定を実施し，また表２に示すとおり各魚種合計106回，2,851尾の精密測定（体長，体重，生殖腺

重量）を実施し，(独)水産総合研究センターへ報告した。

代表魚種の体長組成を図２に示した。

表１ 体長測定結果

表２ 精密測定結果

(2) 水揚量調査

表３に示すとおり各魚種の水揚量調査を実施し，(独)水産総合研究センターへ報告した。

２ 標本船調査

表４に示す漁業者へ操業日誌の記帳を依頼し漁場別漁獲量・網数等を調査し，(独)水産総合研究

センターへ報告した。
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表３ 近海旋網 主要魚種水揚量

表４ 標本船調査依頼者一覧
所属漁協 漁業種類 船　　名
北さつま漁協 中型まき網，棒受網 三代丸，海盛丸，竹吉丸，豊漁丸
かいゑい漁協 中型まき網 豊徳丸
内之浦漁協 定置網 チドリ丸
羽島漁協 船曳網 幸丸
志布志漁協 船曳網 八千代丸，良昭丸
加世田市漁協 船曳網 福芳丸
笠沙町漁協 定置網 協進丸
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マイワシ ウルメイワシ カタクチイワシ

ゴマサバ マアジ

体長単位：ｃｍ

図２ 代表魚種体長組成

注：凡例については以下のとおり

阿久根＝近海まき網により阿久根漁港に水揚げされた魚

枕崎＝近海まき網により枕崎漁港に水揚げされた魚

棒受網・定置網＝棒受網，定置網により県内で水揚げされた魚
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 阿久根  枕崎  棒受網・定置網
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３ 漁場一斉調査

別途報告

４ 沖合海域海洋観測等調査

表５に示すとおり年11回海洋観測を実施し，(独)水産総合研究センターへ報告した。また，同時

に表６に示すとおり改良型ノルパックネットを用いて卵稚仔調査を実施し，(独)水産総合研究セン

ターへ報告した。

５ 新規加入量調査

表７に示すとおり，４・５・３月にニューストンネットを用いて調査を実施し，(独)水産総合研

究センターへ報告した。
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表5 平成26年度沖合定線調査結果（0,50,100ｍ水深の水温，塩分）
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表６ 改良型ノルパックネットによる主要魚種卵稚仔の出現状況
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表７ ニューストンネットによる稚仔魚分布調査結果
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